
天敵タバコカスミカメによるナスの害

虫防除 
  

ＪＡ豊橋茄子部会では、アザミウマ類及びコナ

ジラミ類の薬剤感受性の低下が問題となり、生産

者 23名が令和４年度から土着天敵「タバコカスミ

カメ（以下、天敵）」を活用した防除に取り組み

ました。増殖ハウスで天敵のエサ植物「クレオメ」

を栽培、１千頭／10ａの天敵を放飼し、84千頭（目

標 52千頭）の天敵を増殖できました。また、ナス

栽培ほ場で両害虫の防除効果を検証した結果、天

敵の定着により、春先に両害虫の発生が抑えられ

ました。化学合成農薬 

の削減効果を検証した 

結果、慣行防除に比べ 

て、各ほ場平均で、殺 

虫剤使用回数が 47％、 

農薬費が 55％削減でき 

ました。 

緑肥を活用したキャベツの低コスト

施肥体系 
 

緑肥作物ソルゴーは肥料成分であるカリウム

を保持する機能が明らかになっています。肥料

価格が高騰する中、ソルゴーを作付けし「土づ

くり」と「コスト削減」が可能な施肥体系を実

証しました。 

ソルゴーをすき込むことで必要なカリウムが

キャベツに供給され、施肥にＬ型肥料を用いて

も慣行と同等の生育・収量となりました。また

慣行施肥と比較し約 13％の肥料代削減効果が

見込まれます。 
 
表　キャベツの低コスト施肥体系 10ａあたり袋数

肥料名 全量 元肥 追肥１ 追肥２ 追肥３

ＢＢＬ型
元肥みどり 9 4 3 2

ＢＢＬ型
追肥みどり 2 2

 

スプレーギクの自走式防除機を用いた

高温対策技術 
 

 ＪＡひまわりスプレーマム部会では、近年の夏

季の高温による開花遅延やがく焼けが問題となっ

ています。こうした中、令和５年度に部会員の約

７割が導入している自走式防除機を利用した葉水

処理による高温対策技術の現地実証に取り組みま

した。その結果、①開花遅延の防止、②がく焼け

の防止、③開花揃いの良化、以上３つの効果が明

らかになりまし 

た。令和６年度 

は、さらに効果 

が高まる時間帯 

や処理回数を検 

討しています。 

ドローンによるカンキツの薬剤防除 
 

 ＪＡ蒲郡市は、カンキツほ場でドローンによる

薬剤散布を開始しました。夏季の露地カンキツの

防除は、ハウスミカンの収穫繁忙期と重なること

に加え、高温下での作業となるため、肉体的負担

が大きいことが問題です。そのため、ドローンに

よる薬剤散布で省力化を図ることにより、ミカン

農家の労働軽減が期待されます。 

令和６年度は、ハウスミカン栽培者及び大規模

農家を対象として取り組みました。ドローンの機

体は DJI 社製 

「T25」（最大 

容量 20L）を 

使用し、８月 

は 15 名のほ場 

約５ha を１日 

で終了すること 

ができました。 
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麦作後の水田を活用した自給粗飼料づくり（デントコーン

の取組） 
 豊川市では、令和４年から畜産の飼料高騰への対応と水田での収益性の

高い作目の導入を目的に、自給粗飼料としてデントコーンサイレージの生

産が取り組まれています。令和５年度は麦作後の水田３haで約 80ｔが生産

され、120 頭規模の酪農家に購入粗飼料の代替えとして、半年分の飼料が

確保されました。飼料成分の分析結果が良好であったこと、嗜好性が良い

ことから、令和６年度は水田６ha で 160ｔを目標に拡大し、乳牛への通年

給与を目指しています。 

ブドウ愛知県育成系統に期待高まる 
令和５年度から豊橋市内の無加温ハウスにおいて、愛知県農業総合試験場

で育成されたブドウ２系統（系統名：BS-３及び BS-23）が試験的に栽培され

ています。２系統ともに「シャインマスカット」を親に持ち、糖度が高く皮

ごと果実を食べることができます。また、果皮色は赤色で見た目も優れてい

ます。令和６年は栽培２年目に入り本格的な結実がみられ、特に BS-23 は房

の形や粒の肥大及び着色が良好で高品質な果実が生産できることが確認で

きました。ブドウ産地では今後の品種登録と現地普及に期待が高まっていま

す。 

イチゴ愛知県育成品種「愛きらりⓇ」の本格出荷へ 
「愛きらりⓇ」は令和２年度作から現地試験が始められ、品種特性の把握や市

場評価の確認を経て、令和６年度作はＪＡ豊橋およびＪＡひまわりで 70 名の生

産者が 11ha で栽培しています。 
この品種の特性は、早生性で年内の収量が多い、果実が大きく、形が揃ってお

り、糖度は安定して高く、果皮は赤色できらりとした光沢があります。また他の

品種よりも花芽分化が早く、年内出荷の増加が期待されます。 

「愛きらりⓇ」を愛知のイチゴとしてブランド化するべく、安定出荷に向けた

栽培技術の確立に取り組みます。 

 

 

デントコーンの収穫 

新しい技術の紹介 

管内農業の話題 

令和６年度の新規就農者数 

                                   管内３市（豊橋市、豊川

市、蒲郡市）の新規就農者

数は 34 名です。部門別で見

ると、施設野菜と果樹の２

部門で約６割を占めてお

り、県全体と比較して割合

が高くなっています。（左

図） 
                                     就農の経緯は、新規学卒

が９％（県全体４％）、Ｕ

ターン就農が 53％（同 34

％）、新規参入が 38％（同

62％）です。県全体と比較

してＵターン就農の割合が

高い特徴があります。（デ

ータ省略） 
 

新系統 BS-23 の果実 

「愛きらりⓇ」の果実 

 

 


